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◇平成 27 年度共同主催国際会議「第 12 回アジア栄養学会議」の開催について（ご案内） 

◇公開シンポジウム「若者の投票率をいかに向上させるか～選挙権年齢の 18 歳への引き下

げに寄せて」（ご案内） 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

■------------------------------------------------------------------------ 

 平成 27 年度共同主催国際会議「第 12 回アジア栄養学会議」の開催について 

------------------------------------------------------------------------■ 

 

 会 期：平成 27 年 5 月 14 日（木）～5 月 18 日（月）［5 日間］ 

 場 所：パシフィコ横浜（神奈川県横浜市） 

 

 日本学術会議と公益社団法人日本栄養・食糧学会が共同主催する「第 12 回アジア 

栄養学会議」が、5 月 14 日（木）より、パシフィコ横浜で開催されます。 

 本会議では、「Nutrition and Food for Longevity: For the Well-Being of All 

（みんなの健康長寿のための栄養と食糧）」をメインテーマに、世界的に加速する 

高齢化や生活習慣病の増加といった社会問題に対して、栄養学の果たす役割を、栄 

養生理、食品科学、臨床栄養、公衆衛生、栄養教育などの観点から、アジアのみな 

らず世界の関係研究者と議論し、その解決に資することを期待されています。また 

、本会議には 52 ヵ国・地域から約 4,000 名の参加が見込まれています。 

 また、一般市民を対象とした市民公開講座として、5 月 16 日（土）に「健康寿命 

の延伸」が開催されることとなっております。関係者の皆様に周知いただくととも 

に、是非、御参加いただけますようお願いいたします。 

 

第 12 回アジア栄養学会議 市民公開講座 

「健康寿命の延伸」 

 日 時：平成 27 年 5 月 16 日（土）14:00～16:00 

 会 場：パシフィコ横浜 5 階 502 室 

 参加費：無料 

 

※内容等の詳細は以下のホームページをご参照ください。 

○国際会議公式ホームページ（http://krs.bz/scj/c?c=203&m=22945&v=57daaffc） 



○市民公開講座案内（http://krs.bz/scj/c?c=204&m=22945&v=998a5354） 

 

 

【問合せ先】日本学術会議事務局参事官（国際業務担当）付国際会議担当 

 （Tel：03-3403-5731、Mail：i254@scj.go.jp） 

 

■------------------------------------------------------------------------ 

 公開シンポジウム「若者の投票率をいかに向上させるか～選挙権年齢の 18 歳への 

引き下げに寄せて」の開催について 

------------------------------------------------------------------------■ 

 

●開催趣旨： 

このたび、日本学術会議政治学委員会政治過程分科会と明治大学政治制度研究セン 

ターの共催にて公開シンポジウム「若者の投票率をいかに向上させるか～選挙権年 

齢の 18 歳への引き下げに寄せて」を開催する運びとなりました。 

 

今通常国会において、選挙権年齢を 18 歳へ引き下げる改正公職選挙法が成立するこ 

とが確実視されています。平成 28 年夏の参院選はこの新たな制度の下、行われるこ 

とになります。 

一方で、各世代間でみた場合、若者の投票率の低さが従来から指摘されてきました。 

今回の引き下げで、それが一層深刻化するのではないかと懸念されます。言うまで 

もなく、世代間での投票率の著しい不均衡は、有権者が選出する代表者の不均衡に 

つながり、それは政治のゆがみに直結します。 

このシンポジウムでは、日本国憲法前文の第一文にある「日本国民は、正当に選挙 

された国会における代表者を通じて行動し」を実質的に担保するために、若者の投 

票率をいかに向上させるかを考えていきます。 

 

●日 時：平成 27 年 7 月 18 日（土）14:00～17:30（受付は 13:30 より） 

 

●主 催：日本学術会議政治学委員会政治過程分科会、明治大学政治制度研究セン 

     ター 

 

●会 場：明治大学駿河台キャンパスリバティタワー10 階 1103 教室（11 階もしくは 

     9 階よりエスカレーターにてご移動ください） 

※詳細につきましては、URL をご参照ください。 

（http://krs.bz/scj/c?c=205&m=22945&v=3c01c35a） 



 

●報告者：中谷美穂（日本学術会議連携会員・明治学院大学法学部准教授） 

     「若者の投票率はなぜ低いのか」 

     小野耕二（日本学術会議連携会員・名古屋大学大学院法学研究科教授） 

     「日本学術会議提言「各種選挙における投票率低下への対応策」をどう 

     生かしていくか」 

     小谷克志（総務省自治行政局選挙部管理課選挙管理官） 

     「総務省の「投票環境の向上方策等に関する研究会」報告書をめぐって」 

     黒崎洋介（神奈川県立湘南台高等学校教諭） 

     「18 歳を市民にするには～神奈川県立高等学校のキャリア・シチズン 

     シップ教育の取り組み」 

 

●討論者：河野武司（日本学術会議連携会員・慶應義塾大学法学部教授） 

     谷口尚子（日本学術会議連携会員・東京工業大学大学院社会理工学研究 

          科准教授） 

 

●司 会：西川伸一（日本学術会議第一部会員・明治大学政治制度研究センター所長） 

 

●交通アクセス：JR 中央線・総武線、東京メトロ丸ノ内線／御茶ノ水駅 徒歩 3 分 

        東京メトロ千代田線／新御茶ノ水駅 徒歩 5 分 

        都営三田線・新宿線、東京メトロ半蔵門線／神保町駅 徒歩 5 分 

※詳細につきましては、URL をご参照ください。 

（http://krs.bz/scj/c?c=206&m=22945&v=09ec7509） 

 

●参加費：無料（事前連絡不要） 

 

●連絡先：明治大学政治制度研究センター 

（carpi@meiji.ac.jp<mailto:carpi@meiji.ac.jp>） 

                       明治大学政治制度研究センター 

                            担当：佐々木、小森 
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